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〔
歴
史
随
想
〕「

日
本
植
民
地
帝
国
の
経
済
史
的
研
究
」
三
部
作
の
周
辺

山　

本　

有　

造

　

私
が
研
究
の
メ
イ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
日
本
植
民
地
帝
国
の

経
済
史
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
論
集
を
出
し
た
。
日
本
の

「
公
式
植
民
地
」
を
対
象
と
し
た
『
日
本
植
民
地
経
済
史
研
究
』（
一

九
九
二
年
）、
主
に
「
満
洲
国
」
を
取
り
扱
っ
た
『「
満
洲
国
」
経
済

史
研
究
』（
二
〇
〇
三
年
）、
そ
し
て
「
大
東
亜
戦
争
」
期
を
分
析
し

た
『「
大
東
亜
共
栄
圏
」
経
済
史
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
時
期
的
に
は
日
清
戦
争
に
は
じ
ま
る
形
成
期
か

ら
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
よ
る
終
末
期
に
い
た
る
期
間
、
そ
し
て
領

域
的
に
は
「
公
式
植
民
地
」
か
ら
「
非
公
式
植
民
地
」
そ
し
て
「
戦

時
占
領
地
」
ま
で
の
拡
が
り
を
、「
数
量
経
済
史
」
的
方
法
で
カ

ヴ
ァ
ー
す
る
「
日
本
植
民
地
帝
国
」
の
経
済
史
的
展
開
を
纏
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

山
本
の
三
部
作
な
ど
と
い
わ
れ
て
み
る
と
、
全
体
計
画
が
早
く
か

ら
あ
っ
て
順
次
準
備
よ
く
進
行
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
実
は
、
あ
ち
ら
で
迷
い
こ
ち
ら
で
躓
き
、
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と

歩
み
を
進
め
た
結
果
で
あ
っ
て
、
と
て
も
威
張
れ
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
ウ
ロ
ウ
ロ
よ
ろ
よ
ろ
の
歩
み
も
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
忘

れ
て
い
く
。
折
角
「
歴
史
随
想
」
と
い
う
場
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
の
を
機
会
に
、
忘
れ
か
け
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

記
録
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
と
て
も
随
想
ら
し
い
随
想
に
は
な

ら
な
い
こ
と
を
、
予
め
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
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一　

前
史

　

私
が
経
済
史
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
堀
江
保
蔵
先
生
の
門
を
敲

き
、
京
都
大
学
大
学
院
・
経
済
学
研
究
科
・
修
士
課
程
に
入
っ
た
の

は
一
九
六
五
年
で
あ
っ
た
。
正
直
に
言
え
ば
、
課
題
に
何
の
当
て
も
、

何
の
抱
負
も
な
い
ヤ
ク
ザ
な
院
生
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
松
井
清
先

生
の
「
後
進
国
開
発
論
」
の
演
習
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
る
キ
ッ
カ

ケ
と
な
っ
た
。「
経
済
開
発
と
資
本
調
達
」
が
関
心
を
引
い
て
い
た

時
代
、
報
告
の
順
番
が
廻
っ
て
き
て
無
理
や
り
捻
り
出
し
た
テ
ー
マ

が
、「
日
本
外
資
導
入
史
」
す
な
わ
ち
「
日
本
の
経
済
発
展
に
お
け

る
資
本
輸
入
の
役
割
」
で
あ
っ
た
。
日
本
の
歴
史
統
計
を
ひ
っ
く
り

返
し
て
勉
強
す
る
う
ち
に
、
本
格
的
に
日
本
の
資
本
移
動
を
分
析
す

る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ス
ト
ッ
ク
・
デ
ー
タ
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
フ
ロ
ー
・
デ
ー
タ
を
準
備
す
る
必
要
を
感
じ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

日
本
の
国
際
収
支
統
計
は
思
っ
た
よ
り
良
く
揃
っ
て
い
た
。
明
治

後
期
か
ら
戦
時
期
に
い
た
る
「
日
本
帝
国
」
領
域
に
つ
い
て
は
、
戦

後
に
匹
敵
す
る
良
質
の
政
府
統
計
が
存
在
し
た
。
た
だ
、
明
治
維
新

か
ら
戦
後
ま
で
を
俯
瞰
し
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
問
題
の
第

一
は
、
明
治
前
期
の
統
計
を
ど
う
作
成
す
る
か
、
第
二
は
「
日
本
本

土
」
領
域
に
統
一
し
た
長
期
統
計
を
い
か
に
作
る
か
に
あ
っ
た
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
幸
い
（
あ
る
い
は
残
念
な
が
ら
）、
す
で
に
建
元

正
弘
先
生
が
（
馬
場
正
雄
先
生
と
の
共
同
研
究
で
）
推
計
作
業
を
進
め

て
お
ら
れ
、
ご
教
示
を
得
る
と
と
も
に
、
詳
細
な
デ
ー
タ
も
頂
く
こ

と
が
で
き
た
。
結
局
、
修
士
課
程
の
二
年
と
京
都
大
学
・
人
文
科
学

研
究
所
の
助
手
に
な
っ
て
か
ら
の
二
年
、
実
に
四
年
近
く
を
も
っ
ぱ

ら
後
者
の
推
計
作
業
に
費
や
す
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
処
女
論
文
は
、

一
九
六
九
年
に
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た
「
国
際
収
支
統
計
の
長
期
総

合
化
に
つ
い
て
─
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
～
昭
和
一
一
年
（
一
九

三
六
）
─
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
実
に
愛
想
の
な
い
作
品
で
あ
っ

た
。

　

幸
い
で
あ
っ
た
の
は
、
飯
沼
二
郎
先
生
が
（
河
野
健
二
先
生
と
共

同
で
）
主
宰
さ
れ
た
研
究
所
の
共
同
研
究
会
「
世
界
資
本
主
義
」
班

の
場
を
通
じ
て
角
山
榮
先
生
に
出
会
い
、
教
示
を
得
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
後
輩
を
哀
れ
ま
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
あ
る
日
、「
君
は
何
が
や
り
た
い
の
か
ネ
」
と
の
ご
下
問

が
あ
っ
た
。
実
は
、
い
ま
一
橋
大
学
・
経
済
研
究
所
で
大
川
一
司
先

生
が
主
宰
さ
れ
て
進
行
中
の
「
長
期
経
済
統
計
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
の
で
す
。
そ

れ
な
ら
行
っ
て
教
え
て
も
ら
っ
て
き
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
眼
か
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ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
た
。
早
速
、
し
か
し
恐
る
恐
る
大
川
先
生
に
連
絡

を
と
り
、
日
本
学
術
振
興
会
研
究
助
成
の
流
動
研
究
員
と
い
う
制
度

に
応
募
し
て
、
一
九
六
九
年
度
の
一
年
間
を
一
橋
大
学
・
経
済
研
究

所
に
内
地
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
梅
村
又
次
先
生
の
知
己
を
得

た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
一
年
に
得
た
も
の
の
豊
か
さ
に
つ

い
て
は
、
ま
た
別
に
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

形
と
し
て
具
体
化
し
た
最
大
の
成
果
は
、「
長
期
経
済
統
計
」
シ

リ
ー
ズ
の
最
終
巻
と
し
て
追
加
さ
れ
て
、
第
一
四
巻
に
収
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
（
山
澤
逸
平
氏
と
の
共
著
）『
貿
易
と
国
際
収
支
』（
一

九
七
九
年
）
を
書
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
巻
が
追

加
さ
れ
た
の
は
、
サ
イ
モ
ン
・
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
先
生
が
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
シ

リ
ー
ズ
に
「
貿
易
と
国
際
収
支
」
の
巻
が
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

結
果
で
あ
っ
た
と
き
く
。
こ
れ
が
私
の
最
初
の
著
書
に
な
っ
た
。

二　

日
本
植
民
地
経
済
史
研
究

　

日
本
の
国
際
収
支
統
計
の
問
題
の
第
二
に
挙
げ
た
、「
帝
国
」
領

域
の
デ
ー
タ
を
「
本
土
」
領
域
に
調
整
す
る
と
い
う
作
業
は
、「
内

地
」
と
「
外
地
」
を
分
離
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
細
か
い
こ
と
を

省
略
す
れ
ば
、
日
本
の
二
大
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
と
台
湾
の
「
域

外
収
支
」
を
そ
れ
ぞ
れ
推
計
す
る
こ
と
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
う
し
て
、

日
本
の
国
際
収
支
推
計
作
業
の
副
産
物
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
論

文
が
、「
植
民
地
下
朝
鮮
・
台
湾
の
域
外
収
支
（
朝
鮮
篇
）」（
一
九
七

二
年
）
と
「
同
（
台
湾
篇
）」（
一
九
七
五
年
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
た
幸
い
で
あ
っ
た
の
は
、
一
九
七
四
年
か
ら
溝
口
敏
行
先

生
が
（
石
川
滋
先
生
以
来
の
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
そ
れ

を
拡
大
し
て
）
新
た
に
組
織
さ
れ
た
「
旧
植
民
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
、
お
誘
い
を
う
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
言
で
い
え
ば

Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
植
民
地
版
で
あ
っ
て
、
旧
日
本
植
民
地

の
経
済
統
計
を
国
民
経
済
計
算
の
枠
組
み
に
し
た
が
っ
て
整
理
し
、

今
後
の
分
析
研
究
の
基
礎
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
、
統
一
的
で
包
括
的
な
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
在
り
方
を
勉
強
し
た
こ

と
が
、
私
の
植
民
地
研
究
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
た
。

　

日
本
の
公
式
植
民
地
の
統
治
構
造
を
俯
瞰
し
た
「
概
論
篇
」
を
先

頭
に
置
き
、
植
民
地
朝
鮮
お
よ
び
台
湾
の
生
産
力
、
資
本
形
成
、
国

際
収
支
、
植
民
地
投
資
の
研
究
を
「
分
析
篇
」
と
し
、
国
際
収
支

（
域
外
収
支
）
に
関
す
る
山
本
推
計
を
「
統
計
篇
」
に
付
加
し
て
、

『
日
本
植
民
地
経
済
史
研
究
』（
一
九
九
二
年
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

私
の
単
著
の
第
一
号
で
あ
っ
た
。
助
手
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
実
に
二

五
年
、
神
戸
商
科
大
学
を
経
て
人
文
科
学
研
究
所
に
戻
っ
て
か
ら
で

も
す
で
に
一
〇
年
が
経
っ
て
い
た
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
か
ら
名
古
屋
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大
学
出
版
会
に
移
ら
れ
た
編
集
者
・
後
藤
郁
夫
氏
の
「
挑
発
と
媒

介
」
を
思
い
起
こ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

本
書
は
多
く
の
同
学
の
士
か
ら
懇
切
な
書
評
を
受
け
た
。
な
か
で

も
、
奥
和
義
氏
の
一
文
「
本
書
で
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
第
三
章
に
み
ら
れ
る
「
旧
日
本
植
民
地
帝
国
」
と
い
う
把
握
が

著
者
の
問
題
意
識
の
底
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
我

が
意
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
帝
国
と
は
何
か
。
日
本
植
民
地
帝
国

と
は
何
か
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
歩
み
を
方
向
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
日
本
の
国
際
収
支
推
計
へ
の
関
心

か
ら
間
接
的
に
生
ま
れ
た
副
産
物
が
、
私
の
も
う
ひ
と
つ
の
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
た
「
円
」
の
研
究
で
あ
っ
た
。

　

日
本
の
国
際
収
支
推
計
作
業
に
お
け
る
問
題
点
の
第
一
が
建
元
推

計
で
大
体
の
決
着
が
着
い
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。
た
だ
、
最
初

に
私
が
試
み
よ
う
と
し
た
計
画
で
は
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
の

横
浜
・
長
崎
・
箱
館
開
港
か
ら
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
ま
で
の

国
際
収
支
表
を
作
ろ
う
と
考
え
た
。
幕
末
も
加
え
た
か
っ
た
の
は
、

開
港
に
よ
る
貿
易
の
拡
大
か
ら
、
賠
償
金
の
支
払
い
、
武
器
・
艦
船

の
買
入
れ
、
な
ど
な
ど
、
幕
末
の
政
治
経
済
史
を
彩
る
対
外
諸
事
件

の
実
態
を
、
国
際
収
支
分
析
を
通
じ
て
俯
瞰
的
に
考
察
で
き
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
取
り
掛
か
っ
て
み
て
す
ぐ
に
分
か
っ

た
こ
と
は
、「
両
」
と
「
円
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
と
外
貨

（
洋
銀
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
要
す
る
に
当
時
の
貨
幣
状
況
の
実

態
が
よ
く
分
か
ら
な
け
れ
ば
統
計
数
字
を
扱
う
こ
と
が
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
時
、
幕
末
か
ら
明
治
十
年
代
に

い
た
る
貨
幣
状
況
（
つ
ま
り
明
治
四
年
「
新
貨
条
例
」
に
よ
る
「
円
」

の
誕
生
と
そ
の
背
景
）
に
の
め
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
数
量
経
済
史
研
究
会
」
に
お
け
る
報
告
や
討
論
に
鍛
え
ら
れ
て

論
文
を
い
く
つ
か
書
き
、『
両
か
ら
円
へ
─
幕
末
・
明
治
前
期
貨
幣

問
題
研
究
─
』
を
纏
め
た
の
は
一
九
九
四
年
で
あ
っ
た
。「
数
量
経

済
史
研
究
会
」
か
ら
受
け
た
恩
恵
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た
別
に
語

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三　
「
満
洲
国
」
経
済
史
研
究

　

私
が
は
じ
め
て
「
満
洲
」
に
触
れ
た
の
は
、
神
戸
商
科
大
学
の

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
に
書
い
た
「
対
「
満
州
国
」
投
資
額
に
関

す
る
若
干
の
推
計
資
料
に
つ
い
て
」（
一
九
七
七
年
）
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
か
ら
長
い
道
が
続
い
た
。

　
「
満
洲
国
」
の
数
量
史
分
析
に
ふ
さ
わ
し
い
ど
の
よ
う
な
資
料
を
、

ど
こ
で
得
ら
れ
る
の
か
。
そ
の
突
破
口
を
開
い
て
く
れ
た
の
が
、

「
石
田
興
平
文
庫
」
と
「
張
公
権
文
書
」
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。



133

小
野
一
一
郎
先
生
の
示
唆
に
よ
っ
て
名
著
『
満
洲
に
お
け
る
植
民
地

経
済
の
史
的
展
開
』（
一
九
六
四
年
）
の
著
者
で
あ
る
石
田
興
平
先
生

の
ご
自
宅
を
（
小
野
先
生
、
松
野
周
治
氏
と
ご
一
緒
に
）
訪
ね
、
こ
れ

が
契
機
と
な
っ
て
満
洲
関
係
金
融
資
料
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
私

が
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
九
年
度
の
公
立

学
校
助
成
に
よ
る
在
外
研
究
の
場
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー

バ
ー
研
究
所
を
選
び
、
司
書
室
で
雑
談
中
に
受
け
た
中
村
義
先
生
の

思
わ
ぬ
一
言
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
て
、Chan Chia-ao Collection 

い
わ
ゆ
る 

張
公
権
の
文
書
を
「
発
見
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
旧
満
洲
中
央
銀
行
Ｏ
Ｂ
の
支
援
と
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
の
助
成
を
得
て
、
井
村
哲
郎
氏
と
フ
ー
バ
ー
研
究
所
・
文
書
室

を
一
九
八
六
年
に
再
訪
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
体
の
マ
イ
ク
ロ
化
と

目
録
化
を
果
た
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
、

こ
れ
ら
の
身
を
噛
み
、
骨
を
し
ゃ
ぶ
り
つ
く
す
こ
と
に
日
を
費
や
す

こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
満
洲
国
」
攻
略
の
も
う
ひ
と
つ
の
突
破
口
が
、
人
文
科
学
研
究

所
に
お
け
る
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
主
宰
し
た
、
共
同
研
究
会

「「
満
洲
国
」
の
研
究
」
班
の
活
動
で
あ
っ
た
。
一
九
八
六
年
度
を
準

備
会
に
あ
て
、
一
九
八
七
年
度
か
ら
九
二
年
度
ま
で
つ
づ
い
た
こ
の

研
究
会
は
、
東
京
に
刺
激
を
う
け
て
「
満
洲
」
研
究
に
取
り
か
か
っ

た
関
西
の
若
手
研
究
者
を
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
結
集
す
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
史
、
中
国
史
、
ア
ジ
ア
史
、
ま
た
政
治
、

経
済
、
文
学
、
建
築
、
書
誌
と
い
う
多
方
面
の
専
門
家
が
集
ま
り
、

し
か
し
焦
点
を
「
満
洲
国
十
四
年
史
」
に
絞
る
こ
と
で
、
共
同
研
究

と
し
て
の
熱
気
を
保
つ
こ
と
に
成
功
し
た
。
共
同
研
究
班
の
報
告
書

『「
満
洲
国
」
の
研
究
』（
一
九
九
三
年
、
新
版
一
九
九
五
年
）
を
、
河

野
健
二
先
生
に
お
褒
め
頂
い
た
う
れ
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
ま
た

多
く
の
班
員
が
こ
の
研
究
会
の
成
果
を
単
著
に
ま
と
め
、
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
会
を
組
織
し
た
者
と
し
て
誠
に
喜
ば
し
い
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
私
の
『「
満
洲
国
」
経
済
史
研
究
』（
二
〇
〇

三
年
）
は
、
京
都
大
学
を
定
年
退
職
す
る
に
あ
た
っ
て
の
卒
業
論
文

で
あ
り
、
ま
た
か
つ
て
の
研
究
班
の
仲
間
た
ち
へ
の
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
の
報
告
書
の
つ
も
り
で
書
い
た
。

　

自
画
自
賛
を
承
知
で
言
え
ば
、『「
満
洲
国
」
経
済
史
研
究
』
は
全

体
と
し
て
な
か
な
か
良
く
で
き
た
書
物
に
な
っ
た
。
基
礎
デ
ー
タ
と

し
て
国
民
所
得
、
産
業
生
産
指
数
、
国
際
収
支
の
三
本
の
統
計
を
準

備
し
、
主
に
生
産
指
数
統
計
に
よ
る
国
内
経
済
分
析
と
、
国
際
収
支

統
計
に
よ
る
対
外
経
済
分
析
を
セ
ッ
ト
に
し
て
第
二
部
「「
満
洲

国
」
経
済
の
マ
ク
ロ
的
分
析
」
と
し
、
満
洲
と
特
殊
な
関
係
に
あ
っ

た
関
東
州
お
よ
び
朝
鮮
と
の
交
易
を
論
じ
た
第
三
部
「「
満
洲
」
周
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辺
交
易
論
」
を
加
え
て
、
本
書
全
体
の
軸
に
な
る
「
分
析
篇
」
と
し

た
。
前
著
の
よ
う
に
統
計
を
「
つ
く
る
」
苦
労
は
少
な
か
っ
た
が
、

普
通
は
あ
る
と
は
思
い
つ
か
な
い
統
計
デ
ー
タ
を
、
あ
る
と
信
じ
て

徹
底
し
て
「
さ
が
す
」
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ず
苦
労
を
し
た
。
そ
の

過
程
と
結
果
を
二
章
に
整
理
し
て
第
四
部
「
統
計
資
料
解
題
」
と
し

た
。
そ
れ
ら
に
、
満
洲
国
お
よ
び
満
洲
国
経
済
に
関
す
る
叙
述
的
総

括
を
第
一
部
「「
満
洲
国
」
概
論
」
に
ま
と
め
て
、
前
著
に
お
け
る

「
概
論
篇
」、「
分
析
篇
」、「
統
計
篇
」
の
三
部
編
成
を
踏
襲
し
た
。

　

本
書
に
つ
き
二
度
に
わ
た
っ
て
書
評
の
労
を
取
ら
れ
た
金
子
文
夫

氏
に
は
深
く
感
謝
す
る
。
し
か
し
「
本
体
部
分
が
薄
い
と
い
う
印
象

を
拭
い
き
れ
な
い
」
と
い
う
総
評
は
、
今
も
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
。

　

こ
の
間
に
、「
満
洲
国
」
班
に
つ
づ
く
人
文
研
の
共
同
研
究
会
と

し
て
、「
帝
国
の
研
究
」
班
、「
満
洲　

記
憶
と
歴
史
」
班
、
等
を
主

宰
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
報
告
書
を
刊
行
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

四　
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
経
済
史
研
究

　

二
〇
〇
四
年
の
春
に
京
都
大
学
を
定
年
退
職
し
て
、
中
部
大
学
・

人
文
学
部
に
新
設
さ
れ
る
歴
史
地
理
学
科
に
お
誘
い
を
受
け
た
。
研

究
所
暮
ら
し
が
長
か
っ
た
た
め
に
、
講
義
の
準
備
や
入
試
問
題
の
作

成
の
た
め
に
時
間
を
取
ら
れ
た
。「
満
洲
国
」
を
書
き
終
え
る
こ
ろ

か
ら
、
三
部
作
の
構
想
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
あ
れ
こ
れ

す
る
う
ち
に
た
ち
ま
ち
三
年
が
す
ぎ
た
。
気
を
取
り
直
し
て
学
部
紀

要
（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』）
に
書
い
た
論
文
が
「「
大
東

亜
共
栄
圏
」
交
易
論
」（
二
〇
〇
八
年
）
で
、
そ
れ
か
ら
毎
年
一
本
は

紀
要
に
書
く
こ
と
に
し
て
、
ど
う
や
ら
形
を
な
し
は
じ
め
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
南
方
圏
」
を
含
む
「
大
東
亜
共
栄

圏
」
と
い
う
誠
に
広
大
で
、
多
様
な
経
済
の
総
体
を
、
し
か
も
戦
時

下
と
い
う
特
殊
状
況
を
踏
ま
え
て
数
量
経
済
史
的
に
分
析
す
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

　

結
局
、『「
大
東
亜
共
栄
圏
」
経
済
史
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）
で
採

用
し
た
方
法
は
、
物
量
デ
ー
タ
に
よ
る
貿
易
（
交
易
）
分
析
を
中
心

に
据
え
、
こ
れ
を
国
際
収
支
（
域
外
収
支
）
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
解

析
で
補
完
す
る
と
い
う
、
誠
に
限
定
的
で
代
わ
り
映
え
の
し
な
い
も

の
に
な
っ
た
。
そ
し
て
結
論
も
ま
た
、
戦
時
の
物
資
収
奪
が
大
量
の

不
換
紙
幣
の
発
行
（
と
植
民
地
側
の
「
円
」
債
権
の
蓄
積
）
に
よ
り
支

え
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
中
心
か
ら
周
辺
へ
と
戦
時
イ
ン

フ
レ
が
波
状
的
に
拡
が
り
、
最
周
辺
部
の
「
南
方
圏
」
に
お
け
る
暴

力
的
収
奪
の
破
綻
が
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
崩
壊
に
至
っ
た
と
い
う
、

あ
る
意
味
で
は
常
識
的
な
指
摘
に
止
ま
っ
た
。
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た
だ
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
期
に
お
い
て
最
も
暴
力
的
な
様
相
を
呈

し
た
こ
の
収
奪
シ
ス
テ
ム
は
、「
公
式
植
民
地
」
に
お
い
て
も
「
満

洲
国
」
に
お
い
て
も
そ
の
初
期
か
ら
同
様
に
機
能
し
た
、
あ
る
意
味

で
は
「
日
本
植
民
地
帝
国
」
を
特
長
づ
け
る
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
三
部
作
を
通
じ
て
の
ひ
と
つ
の
主

張
が
こ
こ
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

　

数
量
経
済
史
に
関
心
の
な
い
読
者
に
は
、
叙
述
史
と
し
て
の
第
一

章
「
日
本
植
民
地
帝
国
の
展
開
と
構
造
」
が
少
し
は
役
に
立
つ
で
あ

ろ
う
。
私
自
身
に
と
っ
て
も
、
こ
の
章
に
よ
っ
て
最
終
期
か
ら
見
た

日
本
植
民
地
帝
国
の
構
造
お
よ
び
展
開
を
一
種
の
「
模
式
図
」
の
よ

う
に
示
す
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ば
三
部
作
全
体
の
総
序
章
が
描
け
た

こ
と
に
満
足
し
て
い
る
。

　

倉
沢
愛
子
氏
が
そ
の
書
評
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、「
た

と
え
ば
甲
地
域
［
陸
軍
担
当
の
軍
占
領
地
］
を
す
べ
て
ま
と
め
て
論

じ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
地
域
ご
と
に
分
類
し
て
デ
ー
タ
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
何
が
見
え
て
く
る
の
か
を
提
示
し
て
欲
し

か
っ
た
」
と
い
う
感
想
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
私
も
そ
れ
が
行
い
た

か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
極
め
て
強
力
な
共
同
研
究
会
を
、

多
分
い
く
つ
も
続
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
学
界
を
見
渡
し

て
も
、
未
だ
そ
の
機
運
は
見
え
て
い
な
い
。

　

第
一
論
集
で
は
基
本
デ
ー
タ
を
「
つ
く
る
」
こ
と
に
か
な
り
力
を

注
い
だ
。
第
二
論
集
で
は
「
さ
が
す
」
こ
と
に
時
間
を
つ
い
や
し
た
。

こ
こ
第
三
論
集
で
は
、
す
で
に
あ
る
統
計
の
な
か
か
ら
単
に
「
え
ら

ぶ
」
こ
と
し
か
行
わ
な
か
っ
た
。
数
量
経
済
史
を
標
榜
し
な
が
ら
、

デ
ー
タ
・
エ
ス
テ
ィ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
何
ら
貢
献
し
て
い
な
い
こ
と
が

悔
や
ま
れ
る
。
最
終
章
の
第
九
章
「「
南
方
圏
」
国
民
所
得
の
推
計

に
つ
い
て
」
は
そ
の
悔
し
さ
の
表
出
で
あ
る
が
、「
こ
の
部
分
は
い

さ
さ
か
唐
突
な
感
じ
が
免
れ
な
い
」
と
の
評
を
頂
い
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
概
論
篇
」「
分
析
篇
」「
統
計
篇
」
の
三
部
構
成
に

拘
っ
た
ツ
ケ
が
、
こ
こ
で
ま
わ
っ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

五　

後
史

　

二
度
目
の
定
年
で
中
部
大
学
を
去
る
に
当
た
っ
て
頭
を
悩
ま
せ
た

の
は
、
研
究
室
に
溜
め
込
ん
だ
書
籍
の
処
分
で
あ
っ
た
。「
満
洲
」

関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
度
目
の
定
年
に
際
し
て
石
田
文
庫
を
滋

賀
大
学
・
経
済
経
営
研
究
所
に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
「
石
田
記
念

（
満
洲
）
文
庫
」
と
命
名
し
た
も
の
に
、
新
た
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
。

講
座
・
全
集
類
の
一
部
は
趙
寛
子
氏
の
お
世
話
で
ソ
ウ
ル
大
学
・
日

本
研
究
所
に
寄
贈
し
た
。
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
自
宅
に
引
き
取
れ
る
わ
ず
か

な
も
の
を
除
い
て
、
こ
の
際
そ
の
他
す
べ
て
の
書
籍
・
資
料
を
整
理
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す
る
こ
と
に
し
て
、
京
都
の
古
書
店
に
一
切
合
切
を
引
き
取
っ
て
も

ら
っ
た
。
京
都
─
神
戸
─
京
都
─
名
古
屋
と
持
ち
運
び
、
身
体
に
馴

染
ん
だ
書
物
が
消
え
て
ガ
ラ
ン
と
し
た
研
究
室
に
た
た
ず
ん
で
、
し

ば
ら
く
は
ボ
ン
ヤ
リ
し
た
。

　

も
う
数
量
経
済
史
は
で
き
な
い
。
自
宅
に
残
っ
た
書
物
の
背
を
眺

め
な
が
ら
、「
幕
末
・
開
港
史
」
に
本
卦
帰
り
す
る
こ
と
を
考
え
は

じ
め
た
。

　

幕
末
・
維
新
期
の
貨
幣
史
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
。
も
う
ひ
と

つ
、
私
に
幕
末
・
維
新
史
の
道
を
開
い
て
く
れ
た
契
機
は
、
か
つ
て

人
文
研
で
坂
田
吉
雄
先
生
が
主
宰
さ
れ
た
共
同
研
究
会
「
世
界
史
に

お
け
る
明
治
維
新
」
班
に
助
手
と
し
て
参
加
を
許
さ
れ
、
基
礎
訓
練

を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
は
、
主
宰
者
が
吉
田
光
邦
先
生
に

引
継
が
れ
て
、
公
式
・
非
公
式
の
豊
か
な
楽
し
い
研
究
会
が
続
い
た
。

こ
こ
で
私
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
は
、「
お
雇
い
」
を
中
心
と
す
る
来
日

外
国
人
の
物
語
で
、
坂
田
班
の
報
告
書
に
は
「
ホ
ー
ム
ズ
船
長
の
冒

険
」（
一
九
七
二
年
）
を
書
き
、
吉
田
班
の
報
告
書
に
は
「
三
人
ガ

ワ
ー
」（
一
九
八
五
年
）
を
書
い
た
。
そ
の
後
は
、
公
私
多
忙
に
ま
ぎ

れ
て
こ
の
方
面
は
棚
上
げ
に
な
っ
た
が
、
時
に
思
い
出
し
て
は
気
に

な
る
テ
ー
マ
が
二
つ
あ
っ
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
幕
末
に
来
日
し
た
鉱
山
技
師
エ
ラ
ス
マ
ス
・
ガ
ワ
ー

を
中
心
と
す
る
三
兄
弟
の
出
自
と
生
涯
の
物
語
で
あ
っ
た
。
一
九
九

二
年
に
文
部
省
在
外
研
究
費
（
短
期
）
の
順
番
が
廻
っ
て
き
た
時
に

は
、
西
欧
を
少
し
歩
き
回
り
た
か
っ
た
こ
と
も
理
由
に
な
っ
て
、

「「
お
雇
い
」
鉱
山
技
師
エ
ラ
ス
マ
ス
・
ガ
ワ
ー
の
研
究
」
を
テ
ー
マ

に
し
、
短
期
間
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
を
め

ぐ
っ
て
か
な
り
熱
心
に
資
料
集
め
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
あ
い
か
わ

ら
ず
多
忙
に
ま
ぎ
れ
て
、
こ
の
方
面
は
休
業
が
続
い
た
が
、
資
料
は

整
理
し
て
自
宅
の
書
庫
の
隅
に
置
い
て
お
い
た
。
あ
る
日
突
然
思
い

立
っ
て
資
料
類
を
掘
り
起
こ
し
、
記
憶
を
総
動
員
し
て
書
い
た
の
が

『「
お
雇
い
」
鉱
山
技
師
エ
ラ
ス
マ
ス
・
ガ
ワ
ー
と
そ
の
兄
弟
』
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
幸
い
な
こ
と
に
中
部
大
学
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ

「
ア
ク
タ
」
の
一
冊
に
採
用
さ
れ
、
美
し
い
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
な
っ

た
（
二
〇
一
二
年
）。

　

気
に
か
か
っ
て
い
た
も
う
ひ
と
つ
は
、
ヴ
ァ
ン
ザ
ン
ト
氏
の
好
著

（H
ow

ard F. V
an Zandt, Pioneer A

m
erican M

erchants in Japan, 

Lotus Press, 1980

）
の
翻
訳
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
と
ハ
リ
ス
の
は
ざ
ま
、

一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
の
春
、
日
本
で
商
売
を
す
る
つ
も
り
で
カ

ロ
ラ
イ
ン
・
フ
ー
ト
号
と
い
う
小
さ
な
帆
船
を
雇
い
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
か
ら
下
田
・
箱
館
に
や
っ
て
来
た
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ア
メ
リ
カ

ン
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
の
物
語
は
、
波
乱
万
丈
ま
こ
と
に
面
白
い
。
と
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に
か
く
翻
訳
原
稿
は
つ
く
っ
た
が
、
時
を
失
し
て
著
者
に
も
出
版
社

に
も
連
絡
が
取
れ
ず
、
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
は
じ
め

は
解
説
を
書
く
つ
も
り
で
準
備
し
た
日
本
側
の
資
料
な
ど
が
溜
ま
っ

て
き
た
の
で
、
興
に
乗
っ
て
い
く
つ
か
の
論
文
を
書
い
た
。
こ
れ
ら

を
集
め
て
も
う
ひ
と
つ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
し
た
の
が
、
最
近
著

『
カ
ロ
ラ
イ
ン
・
フ
ー
ト
号
が
来
た
！
─
ペ
リ
ー
と
ハ
リ
ス
の
は
ざ

ま
で
─
』（
二
〇
一
七
年
）
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
翻
訳
原
稿
は
ま

だ
篋
底
に
眠
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
掛
り
で
、
ひ
と
ま
ず
の
気
が
か
り
は
解
消
し
た
。
今
は
、

す
っ
か
り
現
代
史
離
れ
、
浮
世
離
れ
し
た
頭
を
ひ
ね
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
行
き
先
を
考
え
て
い
る
。

［
関
係
文
献
略
目
録
（
著
者
名
五
十
音
順
）］

奥　

和
義
「（
書
評
）
山
本
有
造
著
『
日
本
植
民
地
経
済
史
研
究
』」

（
山
口
大
学
経
済
学
会
）『
山
口
経
済
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
第
五
・
六

号
、
一
九
九
五
年
三
月
。

金
子
文
夫
「（
書
評
）
山
本
有
造
著
『「
満
洲
国
」
経
済
史
研
究
』」（
政

治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
）『
歴
史
と
経
済
』
第
一
八
八
号
、
二
〇

〇
五
年
七
月
。

金
子
文
夫
「（
書
評
）
山
本
有
造
著
『「
満
洲
国
」
経
済
史
研
究
』」（
植

民
地
文
化
学
会
）『
植
民
地
文
化
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
四
年
七

月
。

倉
沢
愛
子
「（
書
評
）
山
本
有
造
著
『「
大
東
亜
共
栄
圏
」
経
済
史
研

究
』」（
日
本
植
民
地
研
究
会
）『
日
本
植
民
地
研
究
』
第
二
五
号
、

二
〇
一
三
年
六
月
。

橘　

宗
吾
『
学
術
書
の
編
集
者
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六

年
。

山
本
有
造
「
張
公
権
な
ら
び
に
「
張
公
権
文
書
」
に
つ
い
て
」
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
『「
張
公
権
文
書
」
目
録
』
一
九
八
六
年
。

山
本
有
造
「（
歴
史
随
想
）
石
田
興
平
博
士
と
石
田
文
庫
」（
大
阪
経
済

大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
）『
経
済
史
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
〇
三

年
三
月
。

山
本
有
造
「（
新
刊
紹
介
）『「
お
雇
い
」
鉱
山
技
師
エ
ラ
ス
マ
ス
・
ガ

ワ
ー
と
そ
の
兄
弟
』」（
中
部
大
学
広
報
誌
）『
ア
ン
テ
ナ 

A
N

T
EN

N
A

 

』
第
一
一
三
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
。

（
や
ま
も
と
　
ゆ
う
ぞ
う
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
）




